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レトルト包材にモノマテリアルが求められる理由

レトルト包材用ポリプロピレン
（PP）のご紹介

レトルト包材用ポリプロピレン（開発材）

モノマテリアル、リサイクル

レトルト包材は複数素材の組み合わせが一般的で、分別・再資源
化が困難でした。包装規制の強化や環境配慮ニーズを背景に、レト
ルト分野でもモノマテリアル化への要求が高まっています。

単一素材のためリサイクル適性が高い
PPは耐熱・成形・耐薬品性に優れ、用途が広い
分別・再資源化にかかる現場の負担を軽減できる

●

●

●

レトルト殺菌の加熱でも収縮が小さ
く、寸法安定性に優れた基材です。
高い耐熱性で製袋温度の上限を引き
上げます。工程中のシワ・変形やカ
ールも抑え、PETの代替を見据えた
設計です。

高耐熱・低収縮OPP材　
レトルト殺菌に対応しながら、従来
品より低い温度でシールできる開発
材です。シール開始温度を下げて製
袋温度幅を広げます。食品包材に求
められる安全性や耐衝撃性も維持し
ています。

課　題 ： 製袋可能な温度幅が狭い

解決策 ： OPPとCPPで製袋温度幅を上下に広げる

製袋温度幅が広がり、安定して製袋できる

＝製袋できる温度幅

②新規CPP 下限↓

①高耐熱OPP 上限↑

従来 開発材

■モノマテリアル化の課題と解決策

1 新規レトルトシール材2 レトルト包材構成と想定用途

■想定用途

3

基材　PET

シール材　CPP

高耐熱OPP

オールPP構成現行複合フィルム

レトルト用
新規CPP

開発材の組み合わせで包材に必要な性能を確保します。
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近年、レトルト包材においてもモノマテリアル（オールPP）化
へのニーズが高まっています。
当社は、モノマテリアル包材向けに、レトルト工程に対応する
基材OPPと新規シール材CPPを開発しました。


